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機械⼯学はまだ世の中に存在しない新し
い「モノ」を作り出すための学問です。実際
に⼿を動かして学ぶ実習科⽬と、多彩な専
⾨科⽬の学習を通し、新しいモノを産み出
す際に「モノを作る過程を頭においた設
計 」が で き る 、
実 践 的 な 機 械
技 術 者 を ⽬ 指
します。

⽬指す技術者

機械⼯学科のカリキュラムは⾃らの⼿を動
かす実習科⽬から始まり、⾼度な専⾨科⽬
まで理解できるよう順序よく配置されてい
るのが特徴です。低学年では機械やその部
品の形などを図⾯で表す⽅法や、材料を加
⼯して部品の形を作る⽅法を、実際に⼿や
機械を動かしながら学びます。進級するに
従い、機械の仕組みと運動、材料の性質と変
形、エネルギーや熱の性質、空気や⽔の流
れ、機械を制御するためのプログラミング
や理論を段階的
に学びます。5年
次には卒業研究
を通じ総合的な
能⼒を養います。

カリキュラムの特⾊

材料力学の授業風景。
機械の設計のために必要な部品の
強度計算の理論を学びます。

CADの授業風景。
与えられた設計条件から

機械の各部の寸法を計算し、
 PCで製図を行います。

制御工学の授業風景。
機械をコントロールして
動かすための理論を学びます。

私たちの研究室では、ロボットアーム
の中で⽤いられているケーブルの寿
命予測を⾏っています。この写真は
ケーブル内部の銅線の摩耗特性を調
べている様⼦です。ほかにも、様々な
材料に関する研究を⾏っています。

德⽥研究室

私たちの研究室では、 微
細な加⼯技術やAI技術
等を活⽤し、 内視鏡⼿術
をサポートする、 ⾊で情
報を取得するセンサ(写真)や、VRデバイスとともに⼈の⼿に触覚を
提⽰する触覚ディスプレイなどの開発を⾏っています。

材料力学の授業風景。
機械の設計のために必要な部品の
強度計算の理論を学びます。

私たちの私たちのの研究室では、ロボットの研究室では、ロボットトアームトアーム
中中 ら ブら ブ 寿

德⽥研究室德⽥研究室德⽥研究室德⽥研究室

制御工学の授業風景。
機械をコントロールして
動かすための理論を学びます。

私たちの研究室私たちの研究室室では、 微室では、 微
細 加 技術細 加 技術術や 技術や 技術

前⽥研究室

全ての授業シラバスは、ホームページの「webシラバス」で見ることができます。
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コンピュータシステムや装置・組込み機器
などの電気・電⼦技術にかかわるエレクト
ロニクス技術者やソフトウェア・通信技術
に関わる情報通信技術者を⽬指します。

⽬指す技術者

電気電⼦、情報通信分野の技術の発展は⽬
覚ましく、現代社会の基盤をささえていま
す。電気情報⼯学科では、将来、幅広い分野
で活躍できるよう、座学と実験・実習を通
して⾼度な学⼒と実践能⼒を育成します。
低学年では、基礎教育に重点をおき、数学、
物理、情報リテラシー、電気⼯学の基礎、プ
ログラミングを学びます。⾼学年では、電
気・電⼦回路、回路設計、⼈⼯知能（AI）、情
報通信技術（ICT）を学びます。また、電気
電⼦系科⽬、情
報通信系科⽬
の中から、希望
する科⽬を選
択して学習で
きます。

カリキュラムの特⾊

私たちの研究室では、サーボモータを⽤
いたロボットアームの制御に関する研
究を⾏っています。ロボット制御は、正
確な位置へ瞬時にアームを移動させる
ことが求められます。電気・機械・コン
ピュータが密接に関わる深い分野です。

吉岡研究室

本研究室では、映像処理を中⼼としたマル
チメディア技術の応⽤について研究して
います。写真はヘッドマウントディスプレ
イを利⽤したプレゼンテーション練習シ
ステムです。仮想空間でプレゼンテーショ
ンの練習を⾏うことができます。

私たちの私たちの研究室では、サーボモー研究室では、サーボモーータを⽤ータを⽤
た ボた ボボ 制御 関制御 関

吉岡研究室吉岡研究室吉岡研究室吉岡研究室

ます。

本研究室では、映本研究室では、映映像処理を中⼼としたマ映像処理を中⼼としたマルル
デ 技術デ 技術術 応 究応 究

重⽥研究室

全ての授業シラバスは、ホームページの「webシラバス」で見ることができます。
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AIによる画像認識

組込みシステムの開発

プログラミングの実習

電気・電⼦回路の評価装置

測定データの整理・解析

電気電子系：
オシロスコープや
デジタルマルチメーター、
発振器などの様々な
計測機器を用いて
電気回路の特性を評価

情報通信系：
JAXAと連携して、
人工衛星に搭載する
通信プログラムや
アンテナの宇宙開発
（KOSEN-1衛星、
2021年打ち上げ成功）

学生の作品
（PSG音源搭載8鍵キーボード）：
電気電子系の学生と情報通信系の
学生が協力して1つの組込み
システムを開発
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機械技術者であり
ながら、電⼦・情報・
制御・コンピュータ
の知識を持ち、組織
の中で「モノづく
り」のリーダーとな
る実践的技術者を
⽬指します。

⽬指す技術者

機械技術を幹として、電⼦技術、情報技術
（IT）を組み合わせ、広く“モノづくり”に関
する学習をします。教室で授業（講義）を受
けるほか、⼯場で⼯作実習（⾦属加⼯）を体
験し、実験室で機械・電⼦・コンピュータに
関する実験を⾏います。
エンジニアと
して技術⽂書
を書くために
必要な技術表
現法を学ぶ演
習 科 ⽬ が あ
り、研究室で
の卒業研究で
総まとめをし
ます。

カリキュラムの特⾊

4年生工学実験の成果発表

4年生工学実験の
製作ロボット

機械電子工学科の樹

私たちは、宇宙開発に必要とな
る⾦属の溶接技術について研究
しています。宇宙空間や⽕星⼤
気を疑似して実験を⾏います
が、普段地球上では⾒られない
現象を⾒ると胸が⾼鳴ります。

正箱研究室

私たちの研究室は、体の表⾯に
取り付けられる、⼩さなセンサ
を開発しています。病院へ⾏か
なくても、普段通りに⽣活しな
がら健康状態を⾒守れるシステ
ムを⽬指しています。

私たち私たちは、宇宙開発に必は、宇宙開発に必要とな要とな
⾦⾦属 溶接技術溶接技術 究

正箱研究室正箱研究室正箱研究室正箱研究室

す。
機械電子工学科の樹

私たちの研究私たちの研究究室は、体の表⾯に究室は、体の表⾯ににに
付 ら付けら ササ

⽯井研究室

全ての授業シラバスは、ホームページの「webシラバス」で見ることができます。
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橋や道路などに代表される公共構造物を
市⺠の⽅々が安全・安⼼に快適に利⽤で
きるための知識・計算・解析・設計技術を
駆使して、快適な
社会づくりに貢献
する誇り⾼き技術
者を⽬指します。

⽬指す技術者

本学科では、あらゆる公共構造物の創造の
基礎となる、構造⼒学・地盤⼯学・材料⼯学
等の科⽬で建設基礎技術の基礎⼒を⾝に付
け、実験実習・設計製図を通して学習した内
容を確実に定着させます。さらに、近年の社
会が要求する、⼤地震などの⾃然災害にも
対応した街づくり・防災技術・交通機関の計
画や整備・⽔や⼤気などの地球環境に優し
い環境保全技術や限りある地球の資源を有
効に活⽤するリサイクル技術などを学習
し、安全で快適な社会づ
くりに関わる幅広い知
識と技術を兼ね備えた、
社会貢献に喜びを共有
する⾼度技術者に必要
な能⼒を養います。

カリキュラムの特⾊

避難所運営ゲーム
（HUG）実施の様子

建設廃棄物のリサイクルやエネルギー資源開発、
⼟質材料の劣化特性など様々な観点から、現在の
建設分野が抱える問題の解決、地盤⼯学の技術を
⽤いた社会への貢献を⽬指しています。未経験者
でも安⼼！アットホームな研究室です！あなた
にピッタリの研究がきっと⾒つかる！

荒牧研究室

「沿岸域」をキーワードとする⽔域環境や沿岸
域の防災に関する研究活動を⾏っています。
専攻科では特別研究に重点が置かれ、研究室
メンバーと協⼒しながら充実した研究ができ
ます。また、学会に参加して⾃分の研究の成果
を発表できることも、専攻科⽣の魅⼒です。

建設廃棄物建設廃棄物物のリサイクルやエネルギー物のリサイクルやエネルギーー資源開発、ー資源開発、
⼟質材料質材料 劣化特性 ど様 観点劣化特性 ど様 観点 ら 在ら 在

荒牧研究室荒牧研究室荒牧研究室荒牧研究室

能⼒を養います。
避難所運営ゲーム
（HUG）実施の様子

「沿岸域」をキーワ「沿岸域」をキーワワードとする⽔域環境や沿ワードとする⽔域環境や沿沿岸沿岸
域 防災 関域 防災 関 究活動を⾏ す究活動を⾏

柳川研究室

全ての授業シラバスは、ホームページの「webシラバス」で見ることができます。
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本州四国連絡橋
児島・坂出ルートの
全景

四国横断自動車道路
吉野川大橋の建設現場
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⽬指す技術者

コンピュータ、ネットワーク、エレクトロニクスの知
識を基盤とした情報通信分野の技術者を養成します。
既成概念にとらわれず、⼯学技術の創意⼯夫と向上に
努⼒し、共同作業ができる⼒を養います。⾼学年のカ
リキュラムは、総務省から⻑期型養成課程の認定を受
けており、本学科の指定科⽬を修得することで、第⼀
級陸上特殊無線技⼠の国家資格を取得できます。さら
に上位の無線に関する資格やネットワーク技術者資
格などを受験する際に免除を受けたり、有利な科⽬を
配置しています。それらの資格があれば、NHKなどの
放送局、携帯電話会社、電⼒会社などで活躍できます。
また、情報機器を⽤い、情報収集、⽂書作成および発表
ができ、技術の変化に対応できる⼒を養います。

カリキュラムの特⾊

5G通信に代表されるように⾼速・⼤容量
通信の時代が始まりました。そこでの電
波は直進性が強く、障害物に弱いという
性質があります。本研究室ではこれらの
問題を解決すべく、電波を任意の⽅向へ
と反射させる反射器を開発しています。

⼩野研究室

私は情報セキュリティの脆弱性を学習で
きる演習システムについて研究していま
す。情報セキュリティをインタラクティブ
に学べる教材の開発を⽬指しています。
IoTやネットワーク分野でやりたいことが
ある⼈、興味がある⼈におすすめです。

5G通信に5G通信にに代表されるように⾼速に代表されるように⾼速速・⼤容量速・⼤容量
通信 時信 時時代が始 た代が始 た

⼩野研究室⼩野研究室⼩野研究室⼩野研究室

私は情報セキュ私は情報セキュュリティの脆弱性を学習ュリティの脆弱性を学習でで
演習演習 究究

⽩⽯研究室

全ての授業シラバスは、ホームページの「webシラバス」で見ることができます。
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通
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レーダ測位
実験

光ファイバー通信
実験

電波暗室 卒業研究発表会

通信⼯学、情報⼯学の基礎から、情報通信
分野やコンピュータネットワーク分野の
幅広い知識と技術、並びに、実践的応⽤⼒
を⾝につけたコミュニケーション技術者、
コンピュータネットワーク技術者を⽬指
します。
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エレクトロニクス、メカトロニクス、情報通信技
術(ICT)の発展に伴い、半導体デバイス、ロボッ
ト、コンピュータやそれらの融合技術など、幅広
い専⾨技術を持ったエンジニアが嘱望されてい
ます。電⼦システム⼯学科では、電⼦⼯学の基礎
から⼈⼯知能(AI)など
の先端技術が学べる
ものづくり教育を通
して、創造性豊かで個
性的なデバイス・ロ
ボットエンジニアの
育成を⽬指します。

⽬指す技術者

電⼦⼯学の基礎から半導体デバイス⼯学、ロボット⼯
学を中⼼に、幅広い分野を学べます。
低学年では、ものづくりの楽しさから興味を引き出す
⼯学導⼊教育を積極的に取り⼊れています。
⾼学年では、⼈⼯知能(AI)技術等の最先端でより実践
的な専⾨技術を⾝につけます。
卒業研究では、新しい知識を得るだけでなく、エンジ
ニアとしての姿勢を⾝につけることを重要視してい
ます。
また、英語ネイティブ教員による実験実習などの専⾨
教育により、英語の授業だけでは⾝につきにくいグ
ローバルコミュニケー
ション能⼒を養い、世
界で活躍できるデバイ
ス・ロボットエンジニ
アを育成します。

カリキュラムの特⾊

脳波を⽤いて機器を制御する技術を
研究しています。脳波をうまく読み
取るために脳波を加⼯する技術や脳
波を分類する技術、脳波で制御する
ロボットの設計やその電⼦制御など
について研究することができます。

⼤⻄研究室

私たちの研究室に、決まった研究分野
はありません。その時々で⾯⽩そうな
テーマやニーズのある課題に取り組
んでいます。最近では、最先端の⼈⼯
知能技術を取り⼊れた新しいロボッ
トやシステムの開発を⾏っています。

脳波を⽤脳波を⽤⽤いて機器を制御する⽤いて機器を制御するる技術をる技術を
究究 脳波を脳波を 読読

⼤⻄研究室⼤⻄研究室⼤⻄研究室⼤⻄研究室

育成します。

私たちの研究室私たちの研究室室に、決まった研究分室に、決まった研究分野野
時 ⽩ う時 ⽩ なな

三﨑・岩本研究室

全ての授業シラバスは、ホームページの「webシラバス」で見ることができます。
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通
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AI搭載ロボットを
企業と共同開発

ネイティブ専門教員による
グローバル教育

地域と連携した
卒業研究
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情報⼯学科では、⼈⼯知能やデータ解析などの
最新技術をはじめとして、3DCGを使ったアプ
リ開発、ネットワーク技術やプログラミングな
ど、現代社会でますます重要となっているたく
さんの技術に触れることができます。データを
分析し、問題を解決する能⼒を⾝につけ、クリエ
イティブなプロジェクトにも積極的に取り組む
ことができる技術者を⽬指します。

⽬指す技術者

情報⼯学科の低学年では、コンピュータの仕組
みやプログラミングの基礎を楽しく学びながら
シンプルなプログラムを作る⽅法を⾝につけて
いきます。さらに⾼学年では、様々なプログラミ
ング⾔語やソフトウェアツールを使いながら、
アプリやウェブサイトの作成、AI、XR（拡張現
実）、データサイエンスなどのテクノロジーにつ
いて学びます。そして、情報⼯学科のカリキュラ
ムの⼀番の特⾊と⾔えるのが、”2年間の卒業研
究”です。地域の課題を解決するためのアプリや
システム開発など、実践的な活動を通して、ソ
リューションを考
える⼒を養います。

カリキュラムの特⾊

⼈⼯知能、特にディープラーニングの発展によっ
てこれまで難しかった物の分類や数値の予測など
が⽐較的簡単に⾏えるようになってきました。私
たちの研究室では、様々な⽅法で集められたデー
タをＡＩやディープラーニング技術を応⽤して地
域や⾝近な問題を解決する研究を⾏っています。

宮﨑研究室

XRの研究⽬標は、新しい技術の可能性を探求し、
将来の社会に役⽴つアイデアを⽣み出すことで
す。私たちの研究室では、XRを⽤いて仮想的に作
成した作業環境で技術習得のトレーニングを⾏
うシステムを開発しています。写真は仮想のコン
バインを⽤いた稲刈りの練習システムです。

⼈⼯知能、特⼈⼯知能、特特にディープラーニングの発特にディープラーニングの発発展によっ発展によっ
難 た物 分類や数値難 た物 分類や数値 測 ど測な

宮﨑研究室宮﨑研究室宮﨑研究室宮﨑研究室

XRの研究⽬標は、新XRの研究⽬標は、新新しい技術の可能性を探求新しい技術の可能性を探求し、し、
将来 社会 役⽴将来 社会 役⽴ デ を⽣ 出デ を⽣ 出

德永研究室

全ての授業シラバスは、ホームページの「webシラバス」で見ることができます。

電
子
情
報
通
信
工
学
系

高専プロコン 卒業研究発表会
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●⼊学式
●始業式
●オリエンテーション
●新⼊⽣合宿研修（詫間）

四国地区⾼専体育⼤会●
前期末試験●

⻑期休暇を利⽤
して、ニュージー
ランドの協定校
にて英語をしっ
かりと⾝につけ
る英語研修や、タ
イやマレーシア
の協定校学⽣と
⽂化交流を⾏う
アクティビティ
研修を実施して
います。

海外研修

体育系の部活動等で活躍している1〜5
年⽣が学年に関係なく出場する⾼専⽣
の体育⼤会です。春と夏にあり、中国・四
国地区での⼤会で優秀な成績を残せば、
全国⼤会に出場できます。多くの⼥⼦学
⽣も活躍しています！！もちろん1〜3
年⽣は県総体にも出場しています！

⾼等専⾨学校体育⼤会

本科5年間、または専攻科2年間を修了し
た学⽣1⼈1⼈の⾨出となる卒業式。式で
流れるスライドと合唱部によるコーラス
は卒業⽣の涙を誘います。卒業する⼥⼦学
⽣は、袴で式に出席する⼈が多いです！

卒業式・修了式

1〜3年⽣は企画・展⽰、4・5年⽣と
各部活動は模擬店を出店すること
ができ、豪華景品が当たるビンゴ
ゲームや本格的な花⽕が名物で、
⼀般の⽅にも楽しんでもらえる⾏
事です。また、⽇頃の研究の発表な
ども⾏っています。

クラスやクラブ団体などが模擬店を出
店したり、出し物を披露します。また、実
⾏委員が主体となって、クイズ⼤会をし
たり、詫間キャンパスのNo.1(電波王)を
決めたりするイベントもあります。吹奏
楽や軽⾳楽部のコンサートも、電波祭を
盛り上げます。

学⽣祭

体育祭

⾼松では「皆楽祭」、詫間では「電波祭」として
毎年11⽉上旬に、学⽣の企画・運営で⾏います！！

皆楽祭 電波祭

⽂化系の部活動等が⾃分たちの成
果を発表し、また他校との交流を通
し、良いところを吸収することを⽬
的としたのがこの総合⽂化祭で
す！ロボットコンテストを始め、茶
道部のお茶会、吹奏楽部の演奏会な
ど多くの催しが⾏われます。

四国地区⾼等専⾨学校総合⽂化祭

2年⽣からはクラスTシャツや帽⼦な
ど、各クラス独⾃の⾐装で参加できるた
め、より体育祭を楽しむことができま
す！競技では、学科の頂点を決める学科
対抗リレーや騎⾺戦、⼆⼈三脚など盛り
上がる競技でも、⼥⼦学⽣が⼤活躍！リ
レーには先⽣⽅も参加するので、普段⾒
られない先⽣⽅の勇姿を⾒ることがで
きるのも体育祭の醍醐味です！

⾼松

4年⽣になると、夏休み中にイン
ターンシップに参加します。期間
は企業等により異なりますが、⼤
体1〜2週間で「将来、この会社で働
きたい！」「進路を決めるための参
考にしたい！」など、それぞれの思
いを抱えて参加します。

インターンシップ

●前期中間試験
●⾼校総体

●オープンキャンパス
●インターンシップ（4年）
●全国⾼専体育⼤会
●海外研修
●夏季休業

夏季休業●

●後期授業開始
●体育祭
● 全国⾼専プログラミングコンテスト
● 全国⾼専ロボットコンテスト四国⼤会
●スポーツ⼤会（⾼松）

学⽣祭●
後期中間試験●

全国⾼専ロボットコンテスト ●

●四国地区⾼専総合⽂化祭
● 全国⾼専デザインコンペティション
●冬季休業

冬季体育⼤会（詫間）●

●後期末試験

卒業研究発表●
卒業式・修了式●

春季休業●

クラス対抗で様々な競技が実施され、
クラス全員が⼀丸となって、優勝を⽬
指して全⼒を尽くします。教室とはま
た違ったクラスメートや先⽣の新鮮な
姿、活躍に盛り上がりは最⾼潮！！熱
が⼊った応援に、クラスの絆は強まり
ます。

詫間

Camp
us Calendar















nyushi
テキストボックス
(2020~2022年度専攻科修了者)

nyushi
テキストボックス
(2020~2022年度専攻科修了者)

nyushi
テキストボックス
(2022年度専攻科修了者)
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